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『
長
崎
市
史
』は
大
正
七
年（
一
九
一
八
）、
長
崎
市
会
で
の
建
議
案
の
提
出
を
受
け

て
、
同
八
年
か
ら
編
纂
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
編
修
担
当
に
は
古
賀
十
二
郎
、
永
山

時
英
、
福
田
忠
昭
な
ど
、
当
時
の
長
崎
学
研
究
の
第
一
人
者
が
任
ぜ
ら
れ
、
昭
和
十

三
年
ま
で
に
地
誌
編
、
風
俗
編
な
ど
全
八
巻
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
古
賀
十
二
郎
の
編
修
に
よ
る『
長
崎
市
史
』風
俗
編
は
、
情
感
あ
ふ
れ
る

文
章
表
現
と
忠
実
な
文
献
史
料
の
引
用
か
ら
当
時
の
文
芸
誌
上
に
お
い
て
、
三
大
名

著
の
一
つ
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。
現
在
で
も『
長
崎
市
史
』は
自
治
体
史

の
白
眉
と
し
て
、
歴
史
学
研
究
上
に
そ
の
名
を
留
め
て
い
ま
す
。

　

本
稿
は『
長
崎
市
史
』風
俗
編
が
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
、
読
ん
だ
人
々
に

感
想
を
持
た
れ
た
の
か
、
当
時
の

学
術
・
文
芸
雑
誌
が『
長
崎
市
史
』

風
俗
編
に
つ
い
て
感
想
を
述
べ
た
、

書
評
三
本
を
紹
介
す
る
こ
と
で『
長

崎
市
史
』風
俗
編
の
魅
力
を
感
じ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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一
つ
目
は
、
大
正
十
五
年
二
月

に
発
行
さ
れ
た
政
治
言
論
雑
誌『
日

本
及
日
本
人
』の
記
事
で
す
。
こ
れ

は『
長
崎
市
史
』風
俗
編
の
書
評
と

し
て
、
確
認
で
き
る
中
で
は
最
も

古
い
も
の
で
す
。
引
用
部
分
の
他

に
も「
長
崎
市
史
の
出
版
」で
は
、

長
崎
市
の
市
史
編
纂
事
業
を「
う
れ

し
い
こ
と
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
此
度
の
長
崎
市
史
は
古
賀
氏
が
い
る
か
ら
こ
そ
出
来
る
の
だ（
中
略
）長
崎
市
は

古
賀
氏
を
用
ひ
て
、
数
万
円
の
費
を
抛な
げ
う

ち
、此
度
愈い
よ
い
よ々

十
数
冊
に
互わ
た

る
市
史
出
版

を
企
て
て
、
昨
年
第
一
巻
仏
寺
篇
を
出
し
、
此
度
又
第
二
巻
の
風
俗
篇
を
出
し
た
。

実
に
堂
々
た
る
も
の
だ
。
自
分
は
仏
寺
篇
は
知
ら
ぬ
が
、
風
俗
篇
に
は
実
際
驚
倒

せ
し
め
ら
れ
た
と
い
つ
て
好
い
。
そ
の
内
容
の
優
れ
た
る
恐
ら
く
日
本
風
俗
誌
の

中
で
も
空
前
絶
後
の
も
の
で
あ
ら
う
。
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二
つ
目
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
お
け
る
学
校
教
員
を
会
員
と
す
る
教
職
員
団

体
の「
帝
国
教
育
会
」が
刊
行
し
て
い
た『
帝
国
教
育
』と
い
う
機
関
誌
に
掲
載
し
て
あ

る
文
章
で
す
。
大
正
十
五
年
十
月
発
行
の
第
五
三
〇
号
に
掲
載
さ
れ
た「「
長
崎
市
史
」

の「
風
俗
篇
」に
就
き
て
」と
い
う
記
事
は『
長
崎
市
史
』に
つ
い
て
、「
優
れ
て
居
る
」

と
す
る
理
由
を
、
古
賀
十
二
郎
と
い
う
人
材
を
得
た
こ
と
と
論
じ
て
い
ま
す
。
と
り

わ
け『
長
崎
市
史
』風
俗
編
の
う
ち
、
丸
山
遊
女
と
芸
妓
に
関
す
る
項
目
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
を
評
価
し
て
い
ま
す
。

二
、
長
崎
関
係
の
文
献
と
い
ふ
も
の
は
他
の
地
方
研
究
資
料
に
比
し
て
非
常
に
多
い
。

異
彩
に
富
ん
だ
趣
味
の
豊
か
な
記
録
も
か
な
り
あ
る（
中
略
）長
崎
市
が
市
史
を
編

纂
す
る
に
当
た
っ
て
、
古
賀
氏
を
其
の
主
任
に
挙
げ
た
の
は
、
適
所
に
適
材
を
得

た
も
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
篤
志
な
郷
土
誌
の
研
究
者
を
も
つ
て
居
た
長
崎
市

は
幸
福
で
あ
つ
た
。
長
崎
市
史
の
優
れ
て
居
る
所
以
は
、
た
だ
長
崎
市
が
特
殊
な

土
地
で
あ
る
と
い
ふ
の
み
で
は
な
い
。
編
纂
者
に
其
の
人
を
得
た
と
い
ふ
こ
と
も

あ
っ
て
力
あ
る
も
の
だ（
中
略
）此
の
書
物
ほ
ど
丸
山
遊
女
や
芸
妓
の
こ
と
を
詳
し

く
包
括
的
に
書
い
た
も
の
は
、
今
ま
で
に
嘗か
つ

て
見
た
こ
と
が
な
い 

。
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三
つ
目
は
、
明
治
～
大
正
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
文
芸
評
論
家
の
内
田
魯
庵
に
よ

る
書
評
で
す
。『
中
央
公
論
』大
正
十
五
年
十
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

内
田
魯
庵
は
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー『
罪
と
罰
』な
ど
外
国
語
小
説
の
翻
訳
家
と
し

て
の
活
動
に
加
え
、
ト
ル
ス
ト
イ『
イ
ワ
ン
の
ば
か
』と
い
っ
た
、
著
名
な
小
説
を
い

ち
早
く
世
に
紹
介
す
る
な
ど
、
文
芸
評
論
の
第
一
線
で
活
躍
し
た
人
で
し
た
。
書
評

の
中
で
魯
庵
は『
長
崎
市
史
』風
俗
篇
の
こ
と
を
、
日
本
三
大
名
著
と
な
る
べ
き
素
晴

ら
し
い
出
来
で
あ
る
と
絶
賛
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
晩
年
の
古
賀
と
交
流
が
あ
っ
た
永
島
正
一
に
よ
る
と
、
内
田
魯
庵
か
ら
の

書
評
を
古
賀
は
終
生
誇
り
に
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

三
、『
長
崎
市
史
風
俗
篇
』は（
中
略
）近
時
の
大
著
で
あ
る
。
近
年
、
各
市
・
各
地
方
・

各
庁
は
競
っ
て
地
方
史
を
編
纂
し
、
従
来
閑
却
さ
れ
た
民
族
及
び
一
般
文
化
に
も

渉
っ
て
相
当
精
細
な
る
討
査
を
尽
く
し
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
私
の
知
れ
る
限

り
で
は
此
の『
長
崎
市
史
風
俗
篇
』ぐ
ら
い
、
周し
ゅ
う

洽こ
う

博は
く
そ
う綜（
※
）極
め
て
い
る
も
の
は
な

い（
中
略
）本
書
中
の
最
も
興
味
に
富
み
、
且
最
も
読
み
ご
た
え
の
あ
る
も
の
は
踏

絵
と
衣
食
住
と
遊
女
と
の
三
章
で
あ
る 

。�

（
※
）広
く
す
べ
て
を
修
め
る
こ
と
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こ
う
し
て『
長
崎
市
史
』風
俗
編
は
、
同
時
代
の
人
々
か
ら
極
め
て
高
い
評
価
が
与

え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

評
価
を
受
け
た
古
賀
は
、
親
交
の
深
か
っ
た
渡
辺
庫
輔
に
あ
て「
風
俗
編
は
案
外

と
好
評
価
の
よ
う
で
す
。
い
よ
い
よ
増
補
版
の『
長
崎
市
史
』風
俗
編
の
出
版
な
ど
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」と
手
紙
を
送
り
、
高
揚
し
た
気
持
ち
を
綴
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
後
、
古
賀
は『
長
崎
市
史
』風
俗
編
の
増
補
版
の
著
述
と
い
う
も
の
を
視
野
に

入
れ
て
、
研
究
活
動
に
弾
み
を
つ
け
て
長
崎
の
歴
史
・
文
化
研
究
に
注
力
し
て
い
っ

た
の
で
す
。
そ
し
て
昭
和
二
年
、『
丸
山
遊
女
と
唐
紅
毛
人
』と
題
し
た
原
稿
の
執
筆

に
と
り
か
か
り
、
昭
和
十
年
三
月
に
脱
稿
し
て
い
ま
す
。『
長
崎
市
史
』風
俗
編
の
増

補
版
と
し
て『
丸
山
遊
女
と
唐
紅
毛
人
』が
著
述
さ
れ
、
古
賀
十
二
郎
の
長
崎
学
研
究

が
進
展
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

平
成
三
十
年
は『
長
崎
市
史
』の
編
纂
が
建
議
さ
れ
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
百
年
目
に

あ
た
り
ま
す
。『
長
崎
市
史
』風
俗
編
を
読
ん
で
、
先
人
た
ち
が
形
作
っ
た
長
崎
学
に

思
い
を
馳
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�

（
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
学
芸
員
）

四
三
六
号　

平
成
三
十
年
十
一
月
十
日

『
長
崎
市
史
』風
俗
編
を
論
評
す
る
人
々

　
○
恒
例
の
長
崎
日
ポ
協
会
と
共
催
し
、
長
崎
史
跡
見
学
会
を
十
一
月
一
日（
木
）に
い
た
し

ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
長
崎
開
港
当
時（
一
五
七
〇
年
頃
）長
崎
の
領
主
長
崎
氏
の
屋
敷
が

あ
っ
た
と
さ
れ
る
櫻
馬
場
地
区
を
散
策
、
参
加
者
も
多
く
盛
会
で
し
た
。

○「
文
化
の
日
」と
い
え
ば
、『
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
』に
て
、
年
に
一
度
だ
け
奈
良
国
立

博
物
館
を
会
場
に
正
倉
院
の
所
蔵
品
の
一
般
展
示
会
が
開
催
さ
れ
、其
の
内
覧
会
の「
ご

案
内
」状
を
今
年
も
戴
き
ま
し
た
。
同
展
示
会
は「
天
平
勝
宝
八（
七
三
六
）年　

光
明
皇

太
后
が
奈
良
東
大
寺
大
佛
に
献
上
さ
れ
た
珍
宝
万
余
に
及
ぶ
宝
物
の
中
よ
り
毎
年
百
件

近
く
を
選
び
年
に
一
度
期
間
を
定
め
展
示
す
…
…
」今
年
は
十
月
二
十
六
日（
金
）午
后

一
時
よ
り
内
覧
会　

二
十
七
日
よ
り
十
一
月
十
二
日（
月
）ま
で
会
期
中
無
休（
午
前
十

時
よ
り
午
后
四
時
ま
で
、
会
場
は
奈
良
国
立
博
物
館
東
・
西
新
館
）今
年
は
第
七
十
回

で
毎
回
奈
良
国
立
博
物
館
よ
り「
展
示
図
録
」が
発
刊
さ
れ
て
お
り
、
大
い
に
参
考
と
な

り
ま
し
た
。

○
長
崎
商
工
会
議
所
よ
り
来
年
度
開
催
の
第
十
四
回
長
崎
歴
史
文
化
長
崎
検
定
試
験
を
開

催
す
る
の
で
其
の「
打
合
せ
会
議
」に
出
席
下
さ
い
と
の
事
。
試
験
会
場
は
例
年
の
よ
う

に
長
崎
と
東
京
で
日
時
は
来
年
二
月
三
日（
日
）。
申
し
込
み
は
十
一
月
二
十
六
日
よ
り

来
年
一
月
十
一
日
ま
で
、
毎
回
三
〇
〇
人
以
上
の
申
し
込
み
が
あ
る
由
。
合
格
率
は
三

級
七
十
一
％
だ
が
一
級
は
六
・
三
％
と
の
事
。
長
崎
の
観
光
検
定
試
験
は
東
京
、
京
都

に
並
び
全
国
的
に
有
名
で
あ
る
。

○
十
八
銀
行
城
山
地
区
主
催
の
第
九
十
五
回
勉
強
会
を
十
月
二
十
三
日（
火
）開
催
。

今
回
は「
長
崎
丸
山
ば
な
し
」を
し
て
下
さ
い
と
の
事
。
江
戸
時
代
、長
崎
の
丸
山
は「
京

都
の
島
原
、
お
江
戸
の
吉
原
、
長
崎
の
丸
山
」と
う
た
わ
れ
る
ほ
ど
有
名
な
処
で
し
た
。

そ
し
て
当
時
の
名
勝
案
内
に 

〝
長
崎
に
丸
山
と
い
う
処
と
こ
ろな
か
り
せ
ば  

上か
み
が
た方
の
金
銀  

無
事

に
こ
そ
帰
ら
な
ん
│
│
〟 

と
言
わ
れ
た
程
で
し
た
。
丸
山
の
遊
里
が
廃
止
さ
れ
た
の
は

昭
和
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
で
し
た
。

○
今
回
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
書
籍

一
、長
崎
県
文
化
振
興
課
主
事
の
橋
本
正
信
氏
、長
崎
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
本
馬
貞
夫
氏
来
訪
。

両
氏
編
纂「
国
境
の
島
・
壱
岐
・
対
馬
・
五
島　

交
易
・
交
流
と
緊
張
の
歴
史
」を
戴
き

ま
し
た
。
内
容
は
倭
冠
の
真
実
、
白
村
江
の
合
戦
、
遣
唐
使
船
の
航
路
、
元
寇
等
、
国

境
に
あ
る
長
崎
県
の
特
種
な
る
歴
史
の
歩
み
興
味
深
く
拝
読
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

一
、
土
肥
原
弘
久
氏
よ
り
自
著
の「
新
聞
が
伝
え
た
諏
訪
神

事（
長
崎
く
ん
ち
）」を
戴
き
ま
し
た
。
明
治
二
十
年
十
月

十
日
の
長
崎
日
報
に
始
ま
り
、
昭
和
二
十
二
年
十
月
の
長

崎
民
友
新
聞
社
編
緝
に
至
る
各
社
の「
お
く
ん
ち
記
録
集
」

で
大
い
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

藤
本
健
太
郎

『長崎市史』風俗編


